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昭和28年度国民栄養調査成績の概要

Ⅰ　国民栄養調査の実施方法

（1）　目的

　本調査は国民栄養の実態を把握し、国民栄養改

善対策の樹立及び食生活改善指導の基本資料とし

て、公衆衛生上国民体位及び健康の向上に資する

ほか、食糧生産対策及び輸入方策等に貢献してい

る。

（2）実施方法
　調査は昭和21年及び22年は有意抽出により、都

市農村の比較を目的としてきたが、昭和23年以降

は任意抽出法を用い、国民全体を対象として都

市、農村の比較ができるような方法で実施してき

ている。

1．　調査客体のとり方

　昭和21年及び22年は都市（消費者）農村（生

産者）の比較を目的として調査客体を選定し

た。昭和23年から26年までは日本全国を大都市

中小都市（人口三万以上）及びその他の町村の

3階層に分ち、夫々調査地区を任意抽出した

が、昭和27年度以降は都市、郡部に大別し市部

は6大都市、中都市、小都市、郡部は農村、漁

村、その他に分ち、調査地区の抽出の方式は層

化多段法により、調査世帯は任意抽出法により

決定した。なお従来実施していた特殊地区（鉱

山、鉄道）の調査は昭和27年度から廃止した。

2．調査項目

各世帯につき次の項目を調査した。

（1）　栄養摂取量調査

　（イ）　摂取食品量

　（ロ）　食品群別栄養摂取量

　（ハ）　入手別栄養摂取量

（2）　身体栄養状態調査

　（イ）　身長、体重、胸囲、座高の測定

　（ロ）　栄養不足に関係する症候（貧血、毛孔性

角化症、口角灸、腱反射消失、浮腫、慢性

胃腸障害、徐脈、月経遅延及び無月経、母

乳分泌不良）

3．　調査時期

　調査は年4回とし、5月、8月、11月及び翌

年2月に実施した。

4．　調査方法

　調査月中、連続三日間の栄養摂取量を調査し、

その前後において身体栄養状態を調査した。

　前者は調査員が戸別訪問して調査し、後者に

おいては被調査者を一定の場所に集めて医師が

これに当つた。

(3)　集計及び整表方法

　国民栄養調査の成績は、第1部、第2部及び第

3部に分け本書に集計収録した。

　第1部は、昭和28年度において実施した調査成

績をまとめた。

　第2部は、昭和23年以降昭和28年までの比較を

試みた。

　第3部は、国民栄養に関係のある資料を附録と

して収載した。

Ⅱ　調査成績　（第1部及び第2部）

　以下述べる国民栄養調査の成績は主として全国

成績及び都市、農村の比較に重点をおき、前年度

と比較して述べることとした。以下述べる中で年

間平均とは年4回の算術平均で算出したものであ

る。但し、身長、体重、胸囲及び座高は毎年5月

調査を収録した。

(1.)　栄養摂取状態

1．栄養摂取量（第1、2、3表及び第1図）

　栄養摂取量については、戦後遂年総蛋白質

量、動物性蛋白質量、脂肪量は増加を示して

いたが、近年停滞し、特に熱量は減少し、無

機質は殆んど変化なくビタミンについてはA

を除き減少の傾向にある。

熱量　昭和28年度は、全国平均1人1日当り

2，068カロリーを示し、27年度の2，109カロ

リーに比し若干の減少を示しており、これは

全都市、郡部ともにみられる。

　但し、郡部の摂取量は都市のそれに比し約

110カロリー多いが、何れも基準2，180カロリ

ーに到達していない。

蛋白質　昭和28年度は、全国平均蛋白質合計
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69g（動物性蛋白質22g）で、それぞれ昭和27

年度の70g（23g）に比し若干の減少を示して

いる。この傾向は全都市、郡部ともにみられ

るが、全都市の摂取量は熱量の場合と逆に郡

部よりも多い。何れの数値も基準73g（動物

性蛋白質30％以上）に達していない。

脂肪　昭和28年度は、前年度と同じく全国平

均20gを示し、全都市22g（前年度23g）郡部

19g（前年度18g）を示しているが、何れも目

標30gに達してはいない。

無機質　カルシウムは昭和28年度は、全国平

均0.37g、全都市0.35g、郡部0.38gを示し、

前年度と同様で、何れも基準1.0gに程遠い。

燐は過剰、鉄は基準量に達している。

ビタミン　ビタミンAは、昭和28年度全国平

均2，721、全都市2，902、郡部2，601国際単位

で、昭和27年度と略々同様で、何れも基準量

3，700国際単位を下廻つている。

　ビタミンB1については、昭和28年度全国平

均1.07mg、全都市1.11mg、郡部1.05mgを

示しており、これの調理上の損失を50％とみ

ると実際の摂取量は基準量1.2mgを遙かに下

廻ることとなる。

　ビタミンB2についても同様な傾向にあり、

昭和28年度全国平均0.65mg、全都市0.65mg、

郡部0.64mgで、これを調理上の損失30％と

みると基準量1.2mgを下廻る。

　ビタミンCについては、同じく全国平均72

mg、全都市72mg、郡部71mgで調理上の損

失を70％とみると基準量60mgに遠く達して

いないこととなる。なお、昭和28年度におい

て各期別にみると蛋白は2月が多く、11月、

5月、8月の順になつている。

　熱量は11月が高く、2月、5月、8月の順

序である。

　脂肪、無機質は大体において変化はない。

　ビタミンAは2月が最高、8月が最低とな

つている。

　ビタミンB1、B2はあまり変化なく、ビタミ

ンCは11月、2月、5月、8月の順に低くな

つている。

2.食品群別摂取量（第4、5、6、26表及び第2、3図）

食品群別摂取量については、戦後遂年動物性食

品、豆類及び油脂類等の摂取増加、穀類の減少

の傾向が存し、食質の向上がみとめられる。昭

和28年は野菜及び果実は、依然として減少の傾

向にあり、動物性食品、豆類等の停滞がみられ

る。

　穀類　昭和28年度は小麦を除き何れも減少し

昭和27年度、28年度それぞれ全国平均米352.5g

349.8g、大麦56.2g、51.7g、小麦68.0g、72.4g、

雑穀4.5g、4．4g、合計481.2g、478.3gとなつ

ており、全都市、郡部とも同じ傾向にあるが、

特に郡部において小麦の増加が目立つている。

　いも類　同じく減少し、昭和28年度全国平均

74.2g、昭和27年度84.2g、全都市、郡部とも減

少している。

　砂糖類、油脂類　ともに若干増加を示してい

る。

　豆類　全国平均は前年の64.2g、今年69.6gと

若干増加している。

　動物性食品　全国的には魚介類、獣鳥肉類、

卵類、乳及び乳製品の何れも減少し、昭和27年

度合計113.5g、昭和28年度110.9gとなつている

が、これは主として郡部の減少によるものであ

る。

　何れの食品も全都市の方が郡部より多く、魚

介類は全都市89.5g、郡部73.5gで、郡部の卵類

8.6gが前年に比して約0.7gの増加となつてい

る。

　野菜及び果実類　昭和28年度は全都市、郡部

を通じて野菜、果実ともに減少している。即ち

昭和27年度全国平均222.7g、昭和28年度200.9g

で、全都市ではそれぞれ214.7g、192.5g、郡部

では227.8g、206.7gである。

　海藻類は、昭和28年度全国平均4.4gで主とし

て郡部が増加の傾向にある。

　加工野菜は全国平均50.4gで増加している。

　昭和28年度の食品群別摂取状態について各期

別にみると、穀類摂取量は2月、11月、5月、

8月の順序で、いも類は11月が一番多く、5月、

8月、2月となつている。砂糖類は2月が多く、

油脂類は8月が多い。豆類、動物性食品、とも

に2月が多い。野菜及び果実は8月が一番多

く、11月、2月、5月の順となつている。これ

は全都市、郡部とも同様である。

食品群別による熱量及び栄養素比率（第7、8、

9、27表）

　全国平均においては、昭和28年度は植物性食

品より92.7％、動物性食品より7．3％の熱量が



供給されており、前年度と大差はないが、全都

市と郡部と比較すると、植物性食品よりの熱量

供給は夫々91.1％、93.8％で全都市の方が少

い。前年度と比較すると都市はむしろ減少し、

郡部は増加している。

蛋白質については、動物性蛋白質の割合は全

国平均32.1％、全都市35.7％及び郡部29.9％で

都市の方が多い。前年度に比べると都市は増加

しているが、郡部はむしろ減少している。

油脂類は全国平均、全都市及び郡部は前年度

に比較し、若干の増加を示している。

総じて食品の栄養的構成は全国的には前年度と

大差はないが、都市と郡部では前者は向上を示

しているが、後者はむしろ低下している。

（2．）　身体的栄養状態

1．身体的症候（第10～17、28表及び第4図）

　身体的症候は昭和28年度は、昭和27年度に

比し全都市は増加の傾向を示しているが、郡

部は減少の傾向を示しているo

　発現率の高い腱反射消失は何れも増加し、

全都市7．1％、郡部7．7％である。口角炎は都

市よりも郡部の方が多いが、都市、郡部とも

に増加を示しており、それぞれ2．4％、6.2

％である。毛孔性角化症、慢性胃腸障害は増

加しているが、その他は減少している。一般

に身体症候は男性よりも女性の方が発現率が

多い。

　昭和27年度の身体症候を各期別にみると、

都市は8月が多く2月が少く、郡部は5月が

多く2月が少い。又歯牙異常（第18、19表）

については都市、郡部に著差はみとめられな

い。

2．体位（第20～24表、29～36及び第5～8図）

　体位については身長、体重、胸囲及び坐高

が測定されているが、全般的に身長、体重は

基準（戦前の体位）に回復しつつある。

　身長は男子についてみると0～6才はほぼ

基準に到達したようで7～12才はもう一と息

であり、13～20才及び成人は相当劣つている。

　女子は0～6才はほぼ基準に達したようで

あり、7～12才、13～20才及び成人はほぼ基

準に到達しつつあり、その回復状態は男子よ

りも速かであるといえよう。

　体重については、男子は0～6才が数年来

基準に達しており、7～12才も基準に達した
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ようであるが13～20才及び、成人は未だ基準

にほど遠い。

　女子は0～6才が男子と同じく数年来基準

に達し、7～12才はほぼ基準に達したよう

で、13～14才は未だしの感がある。15～25才

については戦後すでに基準を越えており、大

体において著るしい変化はないが、26才以上

成人では未だ基準以下である。

　都市郡部について比較してみると男子、女

子ともに身長は一般に全都市は、郡部にまさ

り、体重は14才までは同じく全都市がまさ

り、他の年令は郡部がまさつている。但し女

子の体重については41才以後は全都市がまさ

つている。
　胸囲についてみると全都市、郡部を通じ増

加しており、昭和28年度においては0～14才

は全都市の方が男女ともにまさり、他の年令

は郡部の方がまさつている。

　坐高は全都市郡部を比較すると、全都市は

男女ともに全年令を通じ僅かに郡部を上廻つ

ている。

Ⅲ　結び

　戦後国民の栄養状態は遂年回復の方向に向つて

いるが、次のような欠陥を依然として指摘するこ

とができる。

1．　体位は一般的に向上し、全都市の乳幼児等

は戦前のそれに回復したようであるが、その

他はまだなお戦前に復帰していない。

　此の回復状態は全都市が郡部より速かであ

り、少年期等の体位は一般に全都市が郡部よ

り良好である。

2．身体症候の発現状態は一般的に遂年減少し

てきたが、近年停滞の傾向があり、郡部が依

然として全都市よりも多い。

3．　栄養摂取量は一般的には質的に改善されつ

つあったが、熱量は減少の傾向を示してお

り、特に郡部の動物性蛋白質の減少が目立つ

ている。依然として栄養摂取量は基準に到達

せす、特にビタミンB2、カルシウムの不足は

著るしい。
　全都市は熱量が郡部より少いが、蛋白質、

動物性蛋白質、脂肪等はむしろ郡部よりまさ

つている。

　無機質ビタミンについては全都市、郡部と
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もに大体同じ摂取量を示している。

4.　食品摂取量は全般的に全都市郡部を通じ、

穀物摂取の減少、油脂類の摂取増加がみられ

たが、これに反して緑黄色野菜が減少してお

り、特に郡部の動物性蛋白質の減少が著明で

ある。

　従来のように動物性食品、油脂類、豆類、

砂糖類等は全都市が郡部よりも多く、穀類、

いも類、野菜及び果実類は都市よりも郡部が

多い。



第1部　昭和28年度成績



第1表
(9)昭和28年度国民栄養調査

　　　摂取栄養量（1人1日当り）

　　　　　　　全国　　　　　　　　　　　全都市　　　　　　　　　　　　郡部　　　　　ストレーター別

栄養量 　　5月　8月　11月　2月　平均　　　5月　8月　11月　2月　平均　　　5月　8月　11月　2月　平均　

成人換算率

　蛋白質

　熱量

蛋白質

　　計

　動物性

　植物性

脂肪

含水炭素

熱量

　　計

　購入物

　自家生産その他

無機質

　カルシウム

　燐

　鉄

ビタミン

　A

　B1

　B2

　C



第2表 昭和28年度　　　国民栄養調査

　　　摂取栄養量　（1人1日当り）

　　　　　　六大都市　　　　　　　　　　　中都市　　　　　　　　　　　小都市　　　　　ストレーター別

栄養量 　　5月　8月　11月　2月　平均　　　5月　8月　11月　2月　平均　　　5月　8月　11月　2月　平均　

成人換算率

　蛋白質

　熱量

蛋白質

　　計

　動物性

　植物性

脂肪

含水炭素

熱量

　　計

　購入物

　自家生産その他

無機質

　カルシウム

　燐

　鉄

ビタミン

　A

　B1

　B2

　C



第3表 昭和28年度　国民栄養調査
摂取栄養量　（1人1日当り）

農村　　　　　　　　　　　その他　　　　　　　　　　　　　ストレーター別

栄養量 　　　　　　　5月　8月　11月　2月　平均　　　　　　5月　8月　11月　2月　平均　　

成人換算率

　蛋白質

　熱量

蛋白質

　　計

　動物性

　植物性

脂肪

含水炭素

熱量

　　計

　購入物

　自家生産その他

無機質

　カルシウム

　燐

　鉄

ビタミン

　A

　B1

　B2

　C



第4表

昭和28年度　国民栄養調査

食品群別摂取量　（1人1日当り） 単位＝g

食品群
　　　　　　全国　　　　　　　　　　　全都市　　　　　　　　　　　　　郡部

　　　　5月　8月　11月　2月　平均　　　5月　8月　11月　2月　平均　　　5月　8月　11月　2月　平均

穀類　 米　
大麦　
小麦　
雑穀　
計　

堅果類　
いも類　甘藷　

馬鈴薯　
その他芋類　
計　

砂糖類　
油脂類　
豆類　 大豆　

味噌　
大豆製品　
その他豆類　
計　

魚介類　生物　
乾物　

獣鳥肉類　
卵類　
乳及び乳製品

乳　
乳製品　
計　

緑黄色野菜類　
柑橘類　
その他の果実類　
その他の野菜類　

計　
海藻類　
乾燥野菜類　
野菜漬物
調味嗜好品　

醤油　
その他　

動物性食品計　
植物性食品計　
　合計　 （12）
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昭和28年度国民栄養調査

食品群別摂取量（1人1日当り） 単位＝g

（13）

食品群
　　　　　　　　大都市　　　　　　　　　　　中都市　　　　　　　　　　　　小都市
　　　　5月　8月　11月　2月　平均　　　5月　8月　11月　2月　平均　　　5月　8月　11月　2月　平均

穀類　 米　
大麦　
小麦　
雑穀　
計　

堅果類　
いも類　甘藷　

馬鈴薯　
その他芋類　
計　

砂糖類　
油脂類　
豆類　 大豆　

味噌　
大豆製品　
その他豆類　
計　

魚介類　生物　
乾物　

獣鳥肉類　
卵類　
乳及び乳製品

乳　
乳製品　
計　

緑黄色野菜類　
柑橘類　
その他の果実類　
その他の野菜類　

計　
海藻類　
乾燥野菜類　
野菜漬物
調味嗜好品　

醤油　
その他　

動物性食品計　
植物性食品計　
　合計　



第6表
昭和28年度国民栄養調査

　食品群別摂取量（1人1日当り） 単位＝g

食品群 　　　農村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他

　　　　5月　8月　11月　2月　平均　　　　　　　　5月　8月　11月　2月　平均　　　

穀類　 米　
大麦　
小麦　
雑穀　
計　

堅果類　
いも類　甘藷　

馬鈴薯　
その他芋類　
計　

砂糖類　
油脂類　
豆類　 大豆　

味噌　
大豆製品　
その他豆類　
計　

魚介類　生物　
乾物　

獣鳥肉類　
卵類　
乳及び乳製品

乳　
乳製品　
計　

緑黄色野菜類　
柑橘類　
その他の果実類　
その他の野菜類　

計　
海藻類　
乾燥野菜類　
野菜漬物
調味嗜好品　

醤油　
その他　

動物性食品計　
植物性食品計　
　合計　

（14）



昭和28年度国民栄養調査

第7表 食品群別熱量及び栄養素比率　（1人1日当り） （昭和28年度平均）

（15）

全国

食品群 数量　熱量　蛋白質　脂肪　含水炭素　カルシウム　燐　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

穀類　 米　
大麦　
小麦　
雑穀　
計　

堅果類　
いも類　甘藷　

馬鈴薯　
その他芋類　
計　

砂糖類　
油脂類　
豆類　 大豆　

味噌　
大豆製品　
その他豆類　
計　

魚介類　生物　
乾物　

獣鳥肉類　
卵類　
乳及び乳製品

乳　
乳製品　
計　

緑黄色野菜類　
柑橘類　
その他の果実類　
その他の野菜類　

計　
海藻類　
乾燥野菜類　
野菜漬物
調味嗜好品　

醤油　
その他　

　合計　



第8表
昭和28年度　国民栄養調査

食品群別熱量及び栄養素比率　（1人1日当り）

（昭和28年度平均）全都市

食品群 数量　熱量　蛋白質　脂肪　含水炭素　カルシウム　燐　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

穀類　 米　
大麦　
小麦　
雑穀　
計　

堅果類　
いも類　甘藷　

馬鈴薯　
その他芋類　
計　

砂糖類　
油脂類　
豆類　 大豆　

味噌　
大豆製品　
その他豆類　
計　

魚介類　生物　
乾物　

獣鳥肉類　
卵類　
乳及び乳製品

乳　
乳製品　
計　

緑黄色野菜類　
柑橘類　
その他の果実類　
その他の野菜類　

計　
海藻類　
乾燥野菜類　
野菜漬物
調味嗜好品　

醤油　
その他　

　合計　 （16）



第9表
昭和28年度国民栄養調査

　食品群別熱量及び栄養素比率（1人1日当り）

（17）

（昭和28年度平均）

郡部

食品群 数量　熱量　蛋白質　脂肪　含水炭素　カルシウム　燐　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

穀類　 米　
大麦　
小麦　
雑穀　
計　

堅果類　
いも類　甘藷　

馬鈴薯　
その他芋類　
計　

砂糖類　
油脂類　
豆類　 大豆　

味噌　
大豆製品　
その他豆類　
計　

魚介類　生物　
乾物　

獣鳥肉類　
卵類　
乳及び乳製品

乳　
乳製品　
計　

緑黄色野菜類　
柑橘類　
その他の果実類　
その他の野菜類　

計　
海藻類　
乾燥野菜類　
野菜漬物
調味嗜好品　

醤油　
その他　

　合計　



（18）

第10表
昭和28年度国民栄養調査

　身体症候発現率表　（％）

症候別
　　5月　　　　8月　　　　11月　　　　2月　　　　平均

全国

　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均

貧血

毛孔性角化症

口角炎

腱反射消失

浮腫

慢性胃腸障害

徐脈

月経遅延及び無月経

母乳分泌不良

健康者

有症者

第11表
昭和28年度国民栄養調査
　身体症候発現率表　（％）

症候別 　　5月　　　　8月　　　　11月　　　　2月　　　　平均

全都市

　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均

貧血

毛孔性角化症

口角炎

腱反射消失

浮腫

慢性胃腸障害

徐脈

月経遅延及び無月経

母乳分泌不良

健康者

有症者



(19）

第12表
昭和28年度国民栄養調査

身体症候発現率表　（％）

症候別
5月　　　　　8月　　　　　11月　　　　　2月　　　　　平均

郡部

男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均

貧血

毛孔性角化症

口角炎

腱反射消失

浮腫

慢性胃腸障害

徐脈

月経遅延及び無月経

母乳分泌不良

健康者

有症者

第13表
昭和28年度国民栄養調査
　身体症候発現率表　（％）

症候別 5月　　　　　8月　　　　　11月　　　　　2月　　　　　平均

大都市

男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均

貧血

毛孔性角化症

口角炎

腱反射消失

浮腫

慢性胃腸障害

徐脈

月経遅延及び無月経

母乳分泌不良

健康者

有症者



第14表
（20）

昭和28年度国民栄養調査

　身体症候発現率表　（％）

症候別 5月　　　　　8月　　　　　11月　　　　　2月　　　　　平均

中都市

　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均

貧血

毛孔性角化症

口角炎

腱反射消失

浮腫

慢性胃腸障害

徐脈

月経遅延及び無月経

母乳分泌不良

健康者

有症者

第15表 昭和28年度国民栄養調査

　　身体症候発現率表（％）

症候別 5月　　　　　8月　　　　　11月　　　　　2月　　　　　平均

小都市

　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均

貧血

毛孔性角化症

口角炎

腱反射消失

浮腫

慢性胃腸障害

徐脈

月経遅延及び無月経

母乳分泌不良

健康者

有症者



（21）

第16表 昭和28年度国民栄養調査
身体症候発現率表　（％）

症候別 5月　　　　　8月　　　　　11月　　　　　2月　　　　　平均

農村

　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均

貧血

毛孔性角化症

口角炎

腱反射消失

浮腫

慢性胃腸障害

徐脈

月経遅延及び無月経

母乳分泌不良

健康者

有症者

第17表

昭和28年度国民栄養調査
身体症候発現率表　（％）

症候別 5月　　　　　8月　　　　　11月　　　　　2月　　　　　平均

その他

　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均　男　女　平均

貧血

毛孔性角化症

口角炎

腱反射消失

浮腫

慢性胃腸障害

徐脈

月経遅延及び無月経

母乳分泌不良

健康者

有症者



第18表
昭和28年度国民栄養調査

歯牙異常状態調査（男） （昭和28年度平均）

年令

全国 全都市 郡部

欠損歯　　　　　　　う歯　　　　　　　　欠損歯　　　　　　う歯　　　　　　　欠損歯　　　　　　う歯

有症率
1人当り

本数
有症率

1人当り

本数
有症率

1人当り

本数
有症率

1人当り

本数
有症率

1人当り

本数
有症率

1人当り

本数

　　本　　　　　　　　本　　　　　　　　　本　　　　　　　　　本　　　　　　　　本　　　　　　　　　本

（22）



第19表

昭和28年度国民栄養調査

歯牙異常状態調査（女） （昭和28年度平均）
（23）

年令

全国 全都市 郡部

欠損歯　　　　　　　う歯　　　　　　　　欠損歯　　　　　　う歯　　　　　　　欠損歯　　　　　　う歯

有症率
1人当り
本数 有症率

1人当り
本数 有症率

1人当り
本数 有症率

1人当り
本数 有症率
1人当り
本数 有症率

1人当り
本数 有症率

1人当り
本数

　　本　　　　　　　　　　本　　　　　　　　　　　本　　　　　　　　　　本　　　　　　　　　本　　　　　　　　　　　本



昭和28年度国民栄養調査
第20表 身長、体重、胸囲、坐高の平均値及び標準偏差　（全国） （昭和28年5月調査）

年令

男

坐高（cm）　　身長（cm）

女

身長（cm） 体重（kg）　　　胸囲(cm) 体重（kg） 胸囲（cm） 座高（cm）

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　

（24）



第21表
昭和28年度国民栄養調査
身長、体重、胸囲、坐高の平均値及び標準偏差（全都市） （昭和28年5月調査）

被調査

人員
年令

男

　　体重（kg）　　　胸囲（cm）　　座高(cm）

女

身長（cm）

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差

被調査

人員
身長（cm）　　体重（kg）　　　胸囲（cm）　　　坐高（cm）

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差

註　坐高は測定不能があるため被調査人員に少数の違いがある。 男
女

0才～81名
0才～89名

1才～171名
1才～152名

2才～199名
2才～184名

（25）



第22表
昭和28年度国民栄養調査

身長、体重、胸囲、坐高の平均値及び標準偏差（郡部） （昭和28年5月調査）

被調査

人員
年令

男 女

身長（cm）　　体重（kg）　　胸囲（cm）　　　坐高（cm）

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

被調査

人員
身長（cm）　　　体重（kg）　　　胸囲（cm）　　　座高（cm）

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

註　坐高は測定不能があるため被調査人員に少数の違いがある。

男
女

0才～70名
0才～80名

1才～139名
1才～122名

2才～183名
2才～192名 3才～192名

（26）



第23表

昭和28年度国民栄養調査
身長、体重、胸囲、坐高の各期別平均値　（全国）

男

年令 身長（cm）

5月　　8月　　11月　　2月

体重（kg）

5月　　8月　　11月　　2月 5月　　8月　　11月　　2月

胸囲（cm） 坐高（cm）

5月　　8月　　11月　　2月

（27）



第24表

昭和28年度国民栄養調査

身長、体重、胸囲、坐高の各期別平均値　（全国）

女

年令 身長（cm） 体重（kg） 胸囲（cm） 坐高（cm）

5月　　8月　　11月　　2月 5月　　8月　　11月　　2月 5月　　8月　　11月　　2月 5月　　8月　　11月　　2月

（28）



第2部　年次別成績



第25表
昭和28年度国民栄養調査
　　摂取栄養量（1人1日当り）

（31）

全 国 全 都 市 郡 部

24年　25年　26年　27年　28年 24年　25年　26年　27年　28年 24年　25年　26年　27年　28年
栄養基準量

成人

換算率

蛋白質

熱量

蛋白質

動物性

植物性

計

脂肪

含水炭素

熱量

無機質

カルシウム

燐

鉄

ビタミン

A

B1

B2

C

（総蛋白質の30％以上）

（註）栄養量はすべて調理による損耗を考慮していない。

　　栄養基準量は昭和29年8月19日栄養審議会承認、日本人1人1日当り栄養基準量（第39表）による。



第1図 摂取栄養量の変遷

脂肪

昭和24年　　　25年　　　26年　　　27年　　　28年

一人一日当り基準量

　　　　全都市
　　　　郡部

蛋白質

（動物性蛋白質）

昭和24年　　　25年　　　26年　　　27年　　　28年

熱量

昭和24年　　　25年　　　26年　　　27年　　　28年

（32）



第26表
昭和28年度国民栄養調査

食品群別摂取量　（1人1日当り） 単位＝g

食品群
全国 全都市 郡部

24年　25年　26年　27年　28年 24年　25年　26年　27年　28年 24年　25年　26年　27年　28年

穀類　

米　
大麦　
小麦　
雑穀　
計　

堅果類　

いも類　
甘藷　
馬鈴薯　
その他の芋類　
計　

砂糖類　
油脂類　

豆類　

大豆　

味噌　

大豆製品　

その他の豆類　

計　

動物性食品　

魚介類　
生物　

乾物　

獣鳥肉類　

卵類　

乳　

乳製品　

計　

野菜及び　

果実類　

緑黄色野菜　

柑橘類　

その他の果実　

その他の野菜　

計　

海藻類　

加工野菜　

乾物　

漬物　

計　

調味嗜好品　
醤油　

その他　

　合計　

（33）



第27表

昭和28年度国民栄養調査

食品群別熱量及び栄養素比率 単位＝％

全国 全都市 郡部

食品群　 熱量　　　蛋白質　　　脂肪
27年　28年　27年　28年　27年　28年

熱量　　　蛋白質　　　脂肪
27年　28年　27年　28年　27年　28年

熱量　　　蛋白質　　　脂肪
27年　28年　27年　28年　27年　28年

穀類　

米　

大麦　

小麦　

雑穀　

計　

堅果類　

いも類　
甘藷　

馬鈴薯　

その他芋類　

計　

砂糖類　

油脂類　

豆類　

大豆　

味噌　

大豆製品　

その他豆類　

計　

動物性食品　

魚介類　
生物　

乾物　

獣鳥肉類　

卵類　

乳及び乳製品　乳　

乳製品　

計　

野菜及び　

果実類　

緑黄色野菜　

柑橘類　

その他の果実　

その他の野菜　

計　

海藻類　

乾燥野菜類　

野菜漬物　

調味嗜好品　
醤油　

その他　

　合計　 （34）



第2図

雑穀

穀類の摂取量

全都市

小麦

大麦

米

郡部

昭和25年　26年　27年　28年　昭和24年　25年　26年　27年　28年

第3図 食品群別の摂取状況

　　　全都市

　　　郡部

油脂類

魚介類

乳と乳製品

緑黄色野菜類

昭和24年　　25年　　26年　　27年　　28年

（35）



（36）

第28表
昭和28年度国民栄養調査

　　身体症候発現率表（％）

症候別
24年　25年　26年　27年　28年

全国 全都市 郡部

24年　25年　26年　27年　28年 24年　25年　26年　27年　28年

貧血

毛孔性角化症

角膜乾燥、軟化症

口角炎

舌炎及び口内炎

腱反射消失

浮腫

慢性下痢

慢性胃腸障害

徐脈

月経遅延及び無月経

母乳分泌不良

健康者

有症者

第4図　　　　　　　身体症候発現率

全都市　　　　郡部

症候別　貧血　毛孔性角化症　口角炎　腱反射消失　浮腫　徐脈　月経遅延及び無月経　母乳分泌不良　有症者

昭和24年　25年　26年　27年　28年



第29表
（37）

昭和28年度国民栄養調査

　　　身長の平均値　（全国） 単位＝cm

男 女
年令 22年　23年　24年　25年　26年　27年　28年 22年　23年　24年　25年　26年　27年　28年

基準

男 女

（註）基準は第43表参照のこと。



第30表
昭和28年度国民栄養調査

身長の平均値（全都市） 単位＝cm

年令
男

22年　23年　24年　25年　26年　27年　28年

女

（註）基準は第43表参照のこと。

22年　23年　24年　25年　26年　27年　28年

基準
男　　　　女

（38）



第31表 （39）昭和28年度国民栄養調査

　　　身長の平均値（郡部） 単位＝cm

年令
男

22年　23年　24年　25年　26年　27年　28年

女

（註）基準は第43表参照のこと。

22年　23年　24年　25年　26年　27年　28年

基準
男　　　　女



（40）

第5図 昭和28年度全国身長・体重表（男子）
基準値
昭和28年
昭和22年

身長

体重

身長　体重　年令

第6図 昭和28年度全国身長・体重表（女子）
基準値
昭和28年
昭和22年

身長

体重

身長　体重　年令



第32表

年令
男

昭和28年度国民栄養調査
体重の平均値　（全国）

22年 23年 24年　25年　26年　27年　28年 22年　23年　24年

女

25年　26年　27年　28年

単位＝kg

基準

男 女

（註）　基準は第43表参照のこと。

（41）



第33表
昭和28年度国民栄養調査

体重の平均値（全都市） 単位＝kg

男 女 基準
年令

22年　23年　24年　25年　26年　27年　28年 22年　23年　24年　25年　26年　27年　28年 男 女

（註）　基準は第43表参照のこと。

（42）



第34表
昭和28年度国民栄養調査
体重の平均値（郡部） 単位＝kg

年令
　　　　　　　　男　　　　　　　　　　　　　　　　　　女 基準

22年　23年　24年　25年　26年　27年　28年　22年　23年　24年　25年　26年　27年　28年 男　　女

（註）　基準は第43表参照のこと。

（43）
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第7図 昭和28年度　都市、郡部別身長、体重表（男子）
　　　　　基準値
　　　　　全都市
　　　　　郡部

身長

体重

身長　体重　年令

第8図 昭和28年度　全都市、郡部別身長、体重表（女子）

基準値
全都市
郡部

身長

体重

身長　体重　年令



第35表
昭和28年度国民栄養調査
胸囲の平均値 単位＝cm

（45）

全国

年令
25年　26年　27年　28年　25年　26年　27年　28年

男　　　　　　　　　女

全都市 郡群部

男　　　　　　　　　女

25年　26年　27年　28年　25年　26年　27年　28年

男　　　　　　　　　女
25年　26年　27年　28年　25年　26年　27年　28年



（46）

第36表
昭和28年度国民栄養調査
坐高の平均値 単位＝cm

全国

年令

　27年　　　　28年　　　　27年　　　　28年

男　　　　　　　　　女

全都市 郡部

男　　　　　　　　　女

　27年　　　　28年　　　27年　　　　28年

男　　　　　　　　　女

　27年　　　　28年　　　　27年　　　　28年



第3部　参考資料
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第37表
日本人年令別・性別・労作別熱量及び蛋白質所要量

（1）　日本人年令別・性別熱量及び蛋白質所要量

年令
男 女

熱量 蛋白質 熱量 蛋白質

新生児

　以上

[註]　1）　0才とは生後満1年まで、1才とは1年1日から満2才までを指す。以下同じ。かつ栄養所要量の数

　　　　　値はその年間の中央値を示す。

　　　2）　新生児は0才中に含まれるのであるが、生後2週間以内の状態を示すために特に掲げたものである。

　　　3）　0才の蛋白質所要量は人工栄養で30g。

（2）　日本人成年労作別熱量及び蛋白質所要量

労作別

男 女

熱量 蛋白質 熱量 蛋白質

軽労作
中労作
強労作
重労作
激労作

[註]　21～60才を成年とする。17才から20才までの発育期及び61才以上の老年期のものにて、特殊の労働に携わ
　　　る場合は、中労作とその労作度との差額をそれぞれの年令別所要量に附加するものとする。

（3）　妊婦及び授乳婦熱量及び蛋白質成要量

期別
種別

妊婦 授乳婦

前半期　　　　後半期

（5カ月まで）　　（6カ月以後）

全期

（満1年まで）
熱量

蛋白質

[註]　妊娠及び授乳は成年期として年令別考慮を要せず、又この両期間中は特殊な労働に従事せぬのを原則とし

　　　て労作別考慮を要しない。
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第38表　　　　　　日本人年令別・性別・労作別無機質及びビタミン所要量

熱量　蛋白質　カルシウム　鉄　ビタミンAビタミンB1　ビタミンB2　ナイアシン　ビタミンCビタミンD　食塩
（サイアミン）（リボフラビン）（ニコチン酸）（アスコルビン酸）

種類
単位

性別･労作別･年令別

男
軽労作
中労作
強労作
重労作
激労作

女
軽労作
中労作
強労作
重労作

妊婦
前期
後期

授乳婦
小児　（13才未満）

1才未満
1～3才
4～6才
7～9才
10～12才

青少年　（13才以上）
13～15才
16～20才
13～15才
16～20才

　男

　女

〔註〕　同一国際単位I.U.で表示されたビタミンAの効力は、カロチンによる場合は、ビタミンAによる場合
　　　　の1/2である。
　備考：第4表は昭和29年8月19日、栄養審議会において承認された。

第39表　　　　　　　　日本人一人一日当り栄養基準量
1人1日当り基準量

熱量
蛋白質
カルシウム
鉄
ビタミンA
ビタミンB1
ビタミンB2
ナイアシン（ニコチン酸）
ビタミンC
ビタミンD

食塩

〔註〕　1.　動物性蛋白質は、全蛋白質の30％以上。　　2．脂肪は当面の目標として1人1日30g。
　　　　3.　I.U.は国際単位の略号。　　　　　　　　　　（昭和28.11.24．　総理府資源調査会決定）



（51）

第40表 日本人食糧構成試案　（1人1日当り）

食品群別 さしあたり 10年後
　備考

28年度摂取量

穀類
　米
　大麦
　小麦
　雑穀

堅果類

いも類
　甘藷
　馬鈴薯
　その他のいも類

砂糖類

油脂類

　豆類
　大豆
　味噌
　大豆製品
　その他の豆類

動物性食品
　魚介類
　獣鳥肉類
　卵類
　乳
　乳製品

野菜及び果物
　緑黄色野菜
　柑橘類
　その他の果実
　その他の野菜

海藻類

加工野菜 　乾物
　漬物

調味嗜好品
　醤油
　その他

〔註〕　1.　昭和22年3月11日、食糧及び栄養対策審議会決定のもの。
　　　　2.　昭和28年摂取量は、国民栄養調査成績28年度のもの。

第41表 外国人の摂取食糧構成　（1人1年間平均）
　　単位＝kg

品名
国名 年度　穀類　いも類　砂糖類　豆類　獣鳥肉類　乳及乳製品　油脂類

一人一日当り
　総熱量　総熱量に対する
　　　　　動物性食品熱量比率

日本
インド

パキスタン
オーストラリア
デンマーク
フランス
イタリー
ニュージーランド
イギリス
カナダ
アメリカ
エジプト

[註]　（1）　日本の数値は昭和27年度国民栄養調査成績による。外国のものはF.A.O.食糧生産統計による。

　　　（2）　穀類は粉及び精米、日本のものは米、大麦、小麦、雑穀。
　　　（3）　いも類は甘藷、カツサバ等を含む（いも粉、マニオツク粉、その他いも及びカツサバという言葉で

呼ばれる根葉粉を含む）（日本のものは甘藷、馬鈴薯、その他のいも類）
　　　（4）　精糖を云い、シロツプ蜂蜜を除く、日本のものは砂糖及び砂糖製品を含む。
　　　（5）　乳及び乳製品は生乳及び乳製品でバターを除く。日本のものも同じ。
　　　（6）総熱量に対する動物性食品熱量比率は肉、卵、魚、乳、チーズ、バター、油脂の熱置比率、日本の

ものはバター、油脂を除く。



第42表

栄養素の欠乏に基く体身候症

栄養素

身体症候

熱量　蛋白質　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2

ビタミンB複合体　ビタミンC　カルシウム　鉄　燐

体重減少

貧血

毛孔性角化症

角膜乾燥症

角膜軟化症

口角炎

舌炎及び

口内炎

腱反射消失

浮腫

慢性下痢

徐脈

月経遅延

無月経

母乳分泌不良

第43表 国民平均体位基準表　（食糧及び栄養対策審議会）

年令
男 女

身長 体重 身長 体重

新生児

[註]　本表は日本人の体位を判定する上の暫定的統一基準を得るために設定されたものであり、厚生省衛生統計委員

　　　会の体力及び栄養に関する第八専門部会に於いて承認採択されたものである。資料は満5才以下を斉藤潔氏の
　　　昭和15年～17年間に亘る全国都鄙調査24，709人の平均を用い、満6才より13才間は文部省の昭和12年度全国学

　　　童統計の平均値を用い、満14才より60までは一色嗣歳氏の昭和2年～10年に亘る帝国生命保険会社の保険申込
　　　者男子103，870人、女子28，981人の平均値を保険年令より満年令に換算したるものを用い61才以上は厚生省全
　　　国栄養調査の昭和23年11月分調査の集計値に一定の補正を加えたるものを用いて作つたものである。但し女子

　　　21才～30才の体重は他の貸料に照し若干修正した。 （52）



（53）

第44表　　　 全都市・全世帯年平均1カ月間の費目別支出
　　　　　　　　　　（総理府統計局家計調査年報より）

種別　　年次　　総計
飲食費

計　　　主食　　　非主食
被服費　　光熱費　　住居費　　雑費

実数

指数

比率

対前年比率

　第45表　　一般消費世帯並びに不完全保有世帯に対する配給基準量　　　（食糧庁資料）

満年令別 配給基準量 備考

（イ）　本基準は精米換算重量である。
（ロ）　本基準量は、米麦の綜合配給基準

　　　　量である。

（昭和24年10月25日閣議決定　　昭和24年11月9日附24食糧第8425号通達）
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第46表

種類
国別

年次

米 大麦 小麦

昭和5年

穀類国別輸入状況
　　　　　　　　　　単位＝1,000トン（大蔵省資料）

合計　タイ　ビルマ　その他 合計　カナダ　アメリカ合衆国　オーストラリア　その他

合計　カナダ　アメリカ合衆国　その他

第47表 重量換算表
匁より瓦へ換算 瓦より匁へ換算

匁　瓦　匁　瓦　匁　瓦　匁　瓦　 匁　瓦　匁　瓦　匁　瓦　匁　瓦　
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